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鳥栖三養基地区手話奉仕員養成講座を開催します

　聴覚障がい者福祉に対する理解と認識を深め、手話で日常生活を送るために必要な単語や手話表現技術を習得するため
の「手話奉仕員養成講座」を鳥栖・三養基地区共同で開催します。本講座は鳥栖市及び三養基郡各町が毎年共同で開催し
ており、今年度は基山町で次のとおり開催いたします。受講を希望される方は、電話または FAXにてお申込みください。

▽対象者　　鳥栖市、三養基郡各町に居住または通勤・通学している高校生以上の方（高校生は保護者の同意を要します）
▽実施期間　令和 6年 6月 21日 ( 金 ) ～令和 7年 1月 17日 ( 金 ) 
　　　　　　午後 7時～ 9時
　　　　　　毎週火・金曜日（全 47回）《祝日及びお盆・年末年始を除く》
▽開催場所　基山町民会館　実習室
　　　　　　（一部の日程について変更することがあります。）
▽受講料　　無料
▽定員　　　25人
▽申込　　　5月 7日（火）より申込開始（定員になり次第申込締切）

問申 福祉課　障がい福祉係　☎ 92-7964　  92-7184

国民健康保険に加入の方へ
第三者行為でケガや病気をしたときは必ず届出を！

問 福祉課　保険年金係　☎ 92-7934

　交通事故、暴力行為、飲食店での食中毒など、第三者（加
害者）の行為が原因でケガや病気をした場合の医療費は、原
則として加害者が負担すべきものです。
　保険証は、第三者行為によるケガや病気の治療にも使うこ
とができますが、その場合、必ず届け出る義務が発生します。
　届け出ることにより、保険者が医療費の一部を加害者へ請
求します。届け出る前に示談が成立したり、相手から治療費
を受け取っていたりすると、保険証を使用できない場合があ
りますので、示談をする前に必ずご相談ください。
　医療費は、国民健康保険税を大切な財源として賄われてい
ます。第三者行為によるケガや病気をしたときは、必ず届出
をお願いします。

〈保険証を使用した場合〉


